
令和 5年度 「重点指導事項」について (お願い )

記

についての ご理解 とご協力 、指導 の徹 底 をお

5項 参照

危険 かつ 見苦 しい暴力的行 為 は、厳 に慎 む よ うご指導 くだ さい。
「安易 に左拳 を中心線 か ら外す 防御 姿勢 を とらせ ないJい わ ゆる 「公 正 を
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害す る変形 な構 え」 につ いて、今後 も継続 して ご指導 くだ さい。
「鍔競 り合 いの解 消途 中」で時間空費 が 目的 と思 われ る打 ちを継続す る場

面 が見受 け られ ます。反則行為 と して ご指導 くだ さい。
面紐 の長 さは結び 目か ら40セ ンチ メー トル以 下です。長 い ものが見受 け

たり青製衡蒔庵な競           漂重》曇与p庵供券hTC等経
切 な位 置 で結 ぶ よ う、今後 も継続 して ご指導 くだ さい。
◇ 剣道試合・審判・運営要領 の手引き P25参 照
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